
植物の表面と茎部分の
SEM観察とEDS分析
試料：葉(フロンティア応用科学研究棟の近く)

前処理：①一晩超純水で水やり、②一晩塩水で水やり、
ハサミで切断、カーボンテープで接着、Ptで60秒コーティング

分析条件：10kVss40(SEM),10kVss65(EDS)



フロンティア応用科学研究棟の所に生えていた野草

【目的】
植物にとって水以外の害のある溶液を与えたら、

植物の表面、内部にどのような影響が現れるのか
気になったため。

【手順】
①超純水で一晩水を吸わせる
②飽和するほどの塩水で一晩水を吸わせる



①葉の表

・葉の表面にある毛と葉脈が良く見える。
・真空を引いているため、細胞などが収縮してい
る。



EDS

・表層部でもミネラル成分が検出された。



①葉の裏

・葉の表面にある毛と葉脈が良く見える。
・表に比べて、毛が多い。
・綺麗な楕円型のものが付着している。



・葉の裏側についている球体のものは不明
だが、裏側の他の場所にもいくつも綺麗な
形で存在していた。ごみとは考えられにくく、
植物由来のものだと予想する。
例えば、におい玉など。

EDS



①葉の管部分

・それぞれの葉脈に沿って、いくつも維管束が
ばらばらに散らばっている。



EDS



②葉の表

・葉の表面に薄っすらと白い結晶のようなものが
析出されていたのを確認した。

・①の超純水処理では見られなかった小さな粒子
が②では見られた。

→塩の結晶？



EDS

結晶化して
いたもの

・葉の表面に白い結晶が点々と乗っていたため、
分析。予想通り、NaCl水由来のものだった。



EDS

・表面にNaClらしき結晶が析出されていない
葉を使ったが、NaとClが検出された。



②葉の裏

・①に比べて、結晶化しているものが付着して
いる。



EDS

・結晶化しているように見えた部分はNaとCl
が多く検出されていた。



②葉の管部分

・①に比べて維管束に何か詰まっているような
見た目になっている。



EDS

・詰まっているように見えた部分は、おそらく
NaClが結晶化したものだと考えられる。
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